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1 ．は じめ に

　 JRA−55長期再 解析プロ ジ ェ ク トで は、すべ て の 利

馬可能な観瀾データを使 っ た JRA−55 および通常型

観瀰 の み を使 っ た JRA−55C、およ び観測 データを使

用 しない JRA−55AMIP を実施 して い る。こ こ で は、こ

れ ら 3 プ ロ ダク トに おける熱帯低気圧 （TC）の再現 性

を調べ
、 比較 した 。

2 ，データと検出方法

　 用 い た デー
タ は 、JRA−55、　 JRA−55G お よ び

JRA−55AMIPの 1、25度等緯度緯度 P 面ヂータで ある 。

jRA−55 フ ァ ミ リ
ー

で は観測 を基 に した 丁C 周辺 の 搓

定風 （TCR） を同化 して お り、こ れに よ り TG の 再現

性が菖まると期待される。TCの 観測 ヂ
ー

タと し て は 、
NOAA／NHC および JTWC の ベ ス トトラ ッ クデータを用

い た 。 TC 検出方法は、　 Hatsushika　 et 　 ai ．（2006）の
1．25 穫格子に対す る基準 を用 い た 。

3 ．結 果

　表は それ ぞれ 、 観測 、 JRA−55 および JRA−55AMip
に おける、1980〜2005年平均の 年間 TC存在頻度で

あ る。こ こ で 、 TC存在頻度は 6 時間毎に カ ウ ン トし

た TC の 延 べ 数 で 定義 し て い る 。 全 球 （GL）で は 、
JRA−55は観測数の 約 93％ の 丁C を再現 し て お り、海

域 別 に見 て も 90％ 以上 の TC を再現 し て い る 。

JRA−55AMIPにおい て も、出現数の 上 で は全球 で 観測

の約 104％ と観測の TC数 と同等である。図 1 は、
JRA−55および JRA−55繝 IPに表現された TCの 中心気

圧
一
最 大風速 の 関係で ある。 JRA−55 に おい て は、観

測 と較 べ て 中心気圧 に 対する最大風速が やや弱 いが、
か な り観 測に 近い 関係式 を 示 して い る 。

一
方 、

JRA−55AMIPに お い て も JRA−55 同様、観測 に ある程

度近 い 関係式を示 して い る。従 っ て 、JRA−55に使用

した 全球モ デ ル は気候値として TC 湾 現 の ポ テ ン シ

ャ ル を十分持 っ て い る と考えられ る。こ の よ うに 、
JRA−55 フ ァ ミ リ

ー
における TC衰現はかな り現実に

近 い もの で ある こ とが倉か る 。 しか しなが ら、問題

点 も見 つ か っ て い る。図 2 は 、JRA導 5に おける海域

別の TC最大風速 の 年平均 の 年々 変動で ある。 各海域

とも、JRA−55に表現 された TC に は弱化傾向が見 ら

れ るが、観灘か らは過去 の TC活動度に は大きな変動

は報告 され て い ない
。 従 っ て 、 図 2 に

．
おけ る τC 強度

の変動は再 解析 シ ス テ ム に 入力 し たデー
タ の 取扱上

の 人 為的な要因 に よる もの で あ る可能性が 大 きい 。

こ の 点は 。 今後群細な調査が必要 で ある。JRA−55 フ

表　観測 、JRA−55および JRA−55AMIPに おける、

各海域の 年間 TC存在頻度の 1980〜 2005年平均 。

GLWPEPATMSl

観測 176863330126554336
JRA−5516526042 フ023547323
A期IP184744240214 フ 77433

ア ミ リーに お け る TC 表現 は 気候 値と して は きわめ

て優れた もの で あるが 、残念なが らその変動は自然

変動 を表した もの で は無 い と考え られ る。JRA−55を
利用 する際 に は、注慧が必要 となる 。 講演で は 、丁C
強度 に駕 々 変動が生 じた原因に つ い て も議論する。
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図 1JRA −・55（上 図）および JRA−55AMIPに表現 された

TC の 中心気圧一簸大風速関係 （黒丸）。 実線は、観測

か ら経験的 に 得 られ た中心気 圧 一・最大 風 速関係 。
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図 2jRA −55に おける海域別 の TC最大風速の年平均
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